
洪水のリモートセンシング

・洪水は旱魃とともに、人間の生活に影響を及ぼす重
大な災害の一つである

・日本人(千葉県民？)の多くは洪水を身近には感じな
いだろう

・しかし、明治に始まった西洋式の治水は限界を迎え、
各個人の責任において洪水に対処しなければならな
い時代に入った



・1997年河川法改正
　河川事業における環境への配慮、地域住民の意向を十分くみ取ること

・1998年利根川、那珂川、阿武隈川洪水
・2000年9月東海豪雨災害
・2001年水防法改正
　情報システムのあり方、水害ハザードマップの作成と公開が地方自治体に義務づけられ
た

旧法制度

・「お上任せ」、被災した場合はクレームや訴訟

新法制度

・自己責任の世界、環境を重視して地域の意向を十分くみ取った場合は、そ
の計画が完了した時点で、それ以後の被災には保証は期待できない

・環境を重視して、大規模施設による「洪水リスクコントロール」を放棄する場
合は、そのリスクを軽減する智慧を地域ぐるみで出さなければならない

　住民の移転、保険に加入→「自己責任において決定」



1998年の中国、長江大洪水

1998年の春季から夏季にかけて、長江流域は大規模な洪
水に襲われた

中国の歴史は洪水と旱魃の歴史といっても過言ではない

この時、どのような状況で洪水が起こり、それにどのように
対処していったのか

なぜ洪水が起こったのか、その実態に迫ってみよう！
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・６月に南部で降水量が多かった
（湖水地域の水位が高くなった）

・その後、雨域が上流へ

・さらに、雨域が下流に戻った
（すでに高くなっていた湖水地域に
大量の水がもたらされた）

NOAA/NCDC GSD



洪水ハイドログラフ



最近の利根川の洪水　1998年9月



1998年洪水の特徴

・春季にすでに水位の上昇があった

・梅雨の降水強度が大きく、継続時間が長く、降水範囲
が広かった

・梅雨の初期に長江右岸（南部）、降雨域が上流に移
動した後に、再び中流へ（戻り梅雨）

・水位の上昇が短時間に生じた

・高水位が長期間継続した

・長江本・支流の洪水が重なり合った
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中国水利部による洪水モニタリング

・リアルタイムモニタリング
・マルチプラットフォームモニタリング
（人工衛星、航空機、ヘリコプター）
・迅速な主題図作成
・現場への情報伝達

リモートセンシングの運用体制の充実



洪水を始めとする災害リモート
センシングでは、情報をいかに
迅速に現場へ伝えるか、が重
要

二時期のＮＯＡＡ画像の差分に
よって、水体の拡大した部分を
図化し、現場へ伝える





千葉大学において受信したNOAA画像によるモニタリング



洞庭湖の水面積の変化
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長江宜昌～武漢（東西約360km）



980814

980823

洪水最盛期の98年8月の状況
氾濫しているのは内水氾濫と、小堤の破堤



合成開口レーダーは湛水域の抽出に便利







1954年の洪水の湛水範囲



・1998年洪水では高水位の継続時間が
長かった

・しかし、降水量は1998年のほうが少な
い

・最大30日洪水流量は同程度



・ピーク流量は同程度

・最高水位は1998年が若干高い

・同じ流量に対する水位は1998
年が高い



・報道されているように、洪水の原因は森林伐採にあるのだろうか？
・長江本流の流送土砂量に変化はない
・森林伐採の影響が大流域の本流に現れるような状況は？
・中国政府は植林政策をとった。これは政策としては正しいが．．．

・洞庭湖の面積の減少が遊水機能を損
なったと報道されている
・科学者の解析では影響は大きくは無かっ
たようである
・しかし、政府は干拓農地を湖に戻す政策
を取っている
・これも政策としては間違いではない



1998年洪水の水位が高かった理由

・分洪をしなかった　ぎりぎりまで耐えた政治判断
・堤防が強化された
・河道断面積の減少



螺山における河道断面は1954年に比べて減少している



1998年松花江・ノン江・アムール河の洪水

洪水前の1997年8月23日の画像（左）と、ハルビンで最高水位を記録した
1998年8月20日の画像（右）．東西は500km．



1998年8月31日（左）では水位は低下しつつあるが、湛水範囲は広がって
いる．9月8日になっても広い範囲が湛水している（右）．



洪水はアムール河にまで拡大し、広い範囲で川幅が拡幅してい
る．画像右上に山火事の煙が見える．



2000年メコン川洪水



国連機関がメコン河の洪水の原因は森林伐採であると避難

・国連アジア太平洋経済社会委員会(ESCAP)は多くのアジア諸国におい
て森林は1995年から25%、1945年からは70%に減少したと指摘

・森林減少と洪水発生の見かけの関係のメカニズムは？

洪水は災害、天の恵み？

・トンレサップ湖周辺では洪水による水位上昇に適応した水田経営
　Colmatage Irrigation System

・洪水は漁獲による現金収入をもたらす

・死者のほとんどは水面に落ちた子ども？

・確かに、多くの農民が冠水によって水田に打撃を受けた



洪水リモートセンシング

・まずはリアルタイムモニタリングと現場への情報伝達

・次に洪水の原因を解明し、対策に生かす

　　　事後にモニタリングの結果だけを発表してもあまり意味はない

　　　経験を蓄積し、伝えることが重要

・災害としての洪水のあり方は地域の事情による

・地域理解が何よりも重要


